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は貼床を有するもので、うちＳＴ1・2は方形または長

方形を呈すると思われる近世後半の遺構である。 

大塚ゆめ子、加藤徹、小泉多恵子、 

後藤崇文、高松与理子、長岡けやき、 

 ST5・6は近世の遺構としては最も古い時期のもので、

ST6 については近世初頭にさかのぼる可能性がある。

出土遺物には肥前陶器、志野、越前、中国産染付、か

わらけ等がある。ＳＴ5・6ともに不整な楕円形を呈し、

底面は平坦、柱跡は非常に少ない。確認当初より長勝

寺構創建期に伴う可能性がある遺構として、工房等の

可能性も想定し調査を実施したが、現段階ではその機

能については不明である。なお、本遺構は位牌堂基礎

深度下に位置する遺構のため、部分的な掘り下げにと

どめている。 

平尾雅之、矢島智之 

 

良渚文化石器の研究 

中村慎一 

   平成12年度から14年度まで文部科学省の科学研究

費補助金を得て日中共同調査を実施した。研究課題は

「良渚文化における石器の生産と流通に関する研究」

である。 

 良渚文化の石器は20ほどの器種に分類可能である。

そしてそのほとんどすべてが磨製石器である。この磨

製石器の多様さは、その製作の精緻さと相俟って良渚

文化石器の最大の特徴となっている。磨製石器を利器

として用いる文化という意味で新石器文化の語を用い

るならば、良渚文化は世界の新石器文化の最高峰とい

っても過言ではない。良渚文化といえばその精美な玉

器があまりにも有名で、石器の方はやや影が薄い感が

あるが、そこから得られる情報は決して少なくない。 

４）その他 

 溝跡は古代と近世のものがある。土器埋設遺構は古

代後半のもので、土師器甕の胴部下半が確認された。

ピットとして扱ったもの多くは柱痕を有する柱穴跡で

ある。現段階ではその精査ができていないため、その

状況は不明である。 

２ヶ年の調査により、長勝寺境内の様相が僅かずつ

ではあるが判明してきたことは大きな成果といえる。

だが、境内の空間利用の様相解明には、遺構・遺物の

精査とともに、文献資料や絵図など検討しなければな

らない課題が山積している。今後更に検討を加えてい

くこととしたい。 

 3カ年、延べ5回に及ぶ現地調査では2000点近い石

器の実測・撮影を行った。実測に活躍してくれたのは

大学院生クラスの若い諸君である。また、京都で岩石・

鉱物鑑定の仕事をされている岩田修一さんに石材を見

ていただき、本研究室の出身で現在は愛知県教育委員

会にお勤めの原田幹さんには金属顕微鏡を用いての使

用痕分析をお願いした。 
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 これまで中耕・除草用具と想定されていた「耘田器」

が実は収穫具であることを明らかにしえた点も特筆す

べき成果といえる。原田さんに中国まで重い顕微鏡を

担いでいってもらった甲斐があったというものである。 
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 今年度からの3ヵ年は「長江下流域新石器文化の

植物考古学的研究」と題して新たなプロジェクトを

実施する。植物学や農学の専門家も交えての学際的

研究を展開するつもりである。卒業生、在学生の皆

さんにも是非またご協力願いたい。 
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